
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
７
３
回 

 

玉
置
神
社
、
下
向
橋
間
の
奥
駈
道
巡
視 

 

◇
実
施
日 

 

２
月
１
０
日
（
土
）、
１
２
日
（
月
・
祝
） 

◇
参
加
者 

 

志
岐
敬
、
山
本
直
子
（
玉
置
神
社
→
金
剛
多
和
） 

 
 
 
 
 
 

湯
川
一
郎
（
下
向
橋
→
金
剛
多
和
） 

 

玉
置
山
駐
車
場
〜
大
森
山
〜
五
大
尊
岳
〜
金
剛
多
和
〜
上
切
原 

 

２
月
１
２
日
（
月
・
祝
） 

 
 

雪
の
ち
晴
れ 

 

１
１
日
に
持
経
宿
か
ら
浦
向
道
の
巡
視
点
検
が
あ
っ
た
の
で
、
終
わ
っ
て
か

ら
梶
野
さ
ん
に
玉
置
神
社
駐
車
場
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
、
翌
日
本
宮
ま
で
歩
く

こ
と
に
し
た
。 

 
 

 
 

 

テ
ン
ト
設
営 

 
 
 
 

 
 

雪
の
中
で
撤
収 

 
 
 

 
 

玉
置
辻
ま
で
の
倒
木 

 

１
１
日
、
午
後
４
時
半
頃
に
駐
車
場
着
。
栄
山
の
オ
ヤ
ジ
さ
ん
と
駄
弁
り
な

が
ら
駐
車
場
が
空
く
の
を
待
つ
。
５
時
頃
、
ト
イ
レ
近
く
に
プ
ロ
モ
ン
テ
２
人

用
テ
ン
ト
設
営
に
か
か
る
が
、
３
年
ほ
ど
使
わ
な
い
う
ち
に
ポ
ー
ル
を
繋
ぐ
シ

ョ
ッ
ク
コ
ー
ド
が
伸
び
き
っ
て
、
ポ
ー
ル
が
嵌
ま
ら
な
い
。
山
本
さ
ん
が
箸
で

コ
ー
ド
を
押
し
込
ん
で
何
と
か
設
営
。
テ
ン
ト
内
で
ホ
ッ
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
や
ビ

ー
ル
に
、
暖
か
い
ア
テ
で
ま
っ
た
り
過
ご
す
。 

 

１
２
日
は
３
時
起
床
。
雪
が
テ
ン
ト
に
積
も
り
、
地
面
も
瞬
く
間
に
真
っ
白

に
な
る
。
４
時
出
発
の
予
定
が
、
撤
収
に
手
間
取
り
５
時
５
０
分
、
カ
ッ
パ
上

下
を
着
て
出
発
。 

 

玉
置
神
社
を
過
ぎ
玉
置
辻
ま
で
５
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
地
点
で
１
本

の
倒
木
が
道
を
塞
い
で
い
た
が
、
難
な
く
跨
い
で
通
過
で
き
た
。
そ
れ
よ
り
登

山
道
を
砂
利
が
覆
い
、
部
分
的
に
崩
れ
や
す
い
と
こ
ろ
が
結
構
あ
る
。
以
前
か

ら
変
わ
ら
な
い
が
、
も
う
少
し
歩
き
易
く
で
き
な
い
も
の
か
。 

 

大
森
山
に
９
時
５
分
到
着
。
山
全
体
に
う
っ
す
ら
雪
が
付
い
て
お
り
、
楽
し

み
に
し
て
い
た
梅
花
オ
ウ
レ
ン
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

途
中
、
大
平
多
山
の
手
前
、
旧
篠
尾
辻
へ
の
分
岐
に
山
本
さ
ん
が
迷
い
こ
み 

そ
う
に
な
っ
た
。
正
規
ル
ー
ト
側
に
ペ
ン
キ
で
赤
マ
ル
が
付
い
て
い
る
が
、
も

う
少
し
分
岐
近
く
に
マ
ー
ク
し
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

篠
尾
辻
ま
で
の
急
な
下
り
は
植
平
さ
ん
が
付
け
て
く
れ
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ

ー
プ
の
お
陰
で
危
険
は
な
い
が
、
慎
重
に
下
り
る
。 

 

五
大
尊
岳
北
峯
へ
の
急
登
は
順
峯
時
の
南
峯
へ
の
登
り
に
比
べ
る
と
楽
だ

が
、
そ
れ
も
比
較
の
話
し
。
北
峯
へ
到
着
後
、
三
つ
の
小
ピ
ー
ク
を
経
て
南
峯
。

こ
こ
か
ら
岩
場
交
じ
り
の
激
下
り
に
な
る
が
、
こ
こ
も
植
平
さ
ん
が
丁
寧
に
ロ

ー
プ
を
付
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
助
か
る
。
た
だ
足
元
が
落
ち
葉
で
滑
り
や
す

い
の
で
要
注
意
だ
。 

 

こ
の
激
下
り
で
膝
を
痛
め
た
山
本
さ
ん
の
ペ
ー
ス
が
上
が
ら
な
い
。
湯
川
さ



ん
が
金
剛
多
和
・
山
在
峠
辺
り
に
入
っ
て
い
る
と
の
連
絡
を
も
ら
い
、
山
在
峠

で
湯
川
カ
ー
に
拾
っ
て
も
ら
う
よ
う
連
絡
、
快
諾
を
得
る
。 

 
 

 
 

 

万
全
の
防
寒
対
策
で 

 
 
 

五
大
尊
岳
に
向
か
う 

 
 
 

 
 

五
大
尊
岳 

 

し
か
し
、
金
剛
多
和
着
が
２
時
２
５
分
と
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
る
。
湯
川

さ
ん
か
ら
大
黒
天
神
岳
を
上
り
山
在
峠
へ
下
り
る
の
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、

上
切
原
へ
下
り
る
よ
う
電
話
が
か
か
る
。
車
を
回
し
て
く
れ
る
と
い
う
有
り
難

い
お
言
葉
。 

 

ト
ラ
ロ
ー
プ
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
２
時
間
か
け
て
這
々
の
体
で
上
切
原
へ

下
山
。
な
ん
と
湯
川
さ
ん
だ
け
で
な
く
沖
﨑
さ
ん
ま
で
心
配
し
て
駆
け
付
け
て

く
れ
て
い
た
。 

 

上
切
原
か
ら
湯
川
カ
ー
で
新
宮
駅
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
、
無
事
く
ろ
し
お
に

乗
っ
て
天
王
寺
経
由
で
奈
良
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
宮
駅
で
は
志
岐
が
携

帯
電
話
を
湯
川
カ
ー
に
お
置
き
忘
れ
る
と
い
う
お
ま
け
ま
で
付
い
て
、
湯
川
さ

ん
に
駅
に
届
け
て
も
ら
い
事
な
き
を
得
た
。 

 

今
回
は
送
り
迎
え
に
、
梶
野
さ
ん
、
湯
川
さ
ん
、
沖
﨑
さ
ん
に
大
い
に
助
け

ら
れ
た
山
行
だ
っ
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
記
；
志
岐
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

玉
置
山
駐
車
場05

：50

→06

：51

玉
置
辻07

：00

→09

：03

大
森
山09

：

03

→10

：26

岸
の
宿
→11

：37

五
大
尊
岳
北
峯11

：45

→14

：25

金
剛
多
和

14

：37

→16

：27

上
切
原 

 

備
崎
、
山
在
峠
、
下
向
橋
周
回 

 

 
 

２
月
１
０
日
（
土
） 

晴 
 

備
崎
か
ら
山
在
峠
ま
で
の
登
山
道
に
倒
木
等
は
な
く
、
よ
く
整
備
さ
れ
て
い

た
。
吹
越
峠
に
は
下
向
に
間
違
っ
て
降
り
な
い
よ
う
に
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
が
張
ら

れ
て
い
る
。 

吹
越
峠
か
ら
下
向
ま
で
は
倒
木
が
２
本
あ
っ
た
も
の
の
、
通
行
に
支
障
は
な

い
。
山
林
伐
採
地
ま
で
下
る
と
展
望
が
開
け
る
。
四
等
三
角
点
（
基
準
点
名
：

下
向
）
に
立
ち
寄
り
、
下
向
集
落
（
上
部
）
に
出
た
。
逆
コ
ー
ス
の
場
合
、
取

付
箇
所
が
少
し
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
こ
か
ら
備
崎
ま
で
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
を
約
１
時
間
か
け
て
戻
っ
た
。 

行
動
タ
イ
ム 

備
崎07

：03

→09

：17

山
在
峠09

：23

→10

：0
3

吹
越
峠1

0

：0
8

→1
0

：

46

下
向
集
落
（
上
部
）10

：46

→ 11

：04

下
向
橋
バ
ス
停

11

：04

→11

：

47

備
崎 



 
 
 
 

 

吹
越
峠
の
分
岐 

 
 
 

 
 

 
下
向
集
落
（
上
部
） 

 

上
切
原
、
金
剛
多
和
、
山
在
峠
周
回 

 

２
月
１
２
日
（
月
・
祝
） 

晴 

上
切
原
か
ら
金
剛
多
和
ま
で
は
、
枝
を
払
い
な
が
ら
進
み
、
倒
木
は
４
本
あ

っ
た
も
の
の
通
行
に
は
支
障
な
か
っ
た
。
大
木
の
水
場
は
、
か
ろ
う
じ
て
途
切

れ
ず
に
流
れ
て
い
た
。
金
剛
多
和
に
着
い
て
、
役
ノ
行
者
像
を
祀
る
祠
の
屋
根

を
掃
除
し
、
水
場
を
確
認
し
た
。
水
は
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
流
れ
て
い
る
程
度
で

少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。 

大
黒
天
神
岳
へ
登
る
途
中
で
沖
﨑
さ
ん
か
ら
電
話
が
入
る
が
通
話
は
で
き

な
か
っ
た
。
１
４
番
鉄
塔
ま
で
下
り
、
そ
こ
で
沖
﨑
さ
ん
と
連
絡
が
つ
い
た
。 

 
 

昼
ご
飯
を
食
べ
て
出
発
、
枯
葉
で
滑
り
や
す
い
路
面
も
あ
る
が
、
山
在
峠
ま

で
倒
木
は
な
く
、
上
切
原
ま
で
道
路
を
歩
い
て
戻
っ
た
。 

行
動
タ
イ
ム 

上
切
原09

：35

→11

：03

金
剛
多
和
（
水
場
往
復
含
む
）11

：21

→11

：

40

大
黒
天
神
岳

11

：44

→12

：07

１
４
番
鉄
塔

12

：26

→12

：50

山
在
峠

12

：50

→13

：22

上
切
原 

 
 
 

 

中
央
の
低
い
所
が
金
剛
多
和 

 
 
 
 

大
黒
天
神
岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
湯
川
） 

 

 

 

 

 

  


